
(57)【要約】

【課題】内燃機関が低負荷状態や冷機状態にある場合に

おいても、圧縮着火による燃焼の安定性を確保すること

により、内燃機関の失火やエンジンストールを防止する

とともに、圧縮着火の実行領域の拡大によって排気ガス

特性および燃費を向上させることができる圧縮着火式内

燃機関の制御装置を提供する。

【解決手段】燃焼室２ｃに供給された混合気を圧縮着火

により燃焼させる圧縮着火燃焼モードと、火花点火によ

り燃焼させる火花点火燃焼モードに、燃焼モードを切り

換え可能に構成された圧縮着火式内燃機関２の制御装置

１であって、内燃機関２の負荷を検出する負荷検出手段

３，１４と、燃焼モードが圧縮着火燃焼モードの場合に

おいて、検出された内燃機関２の負荷が所定の負荷より

も低いときに、燃焼室２ｃへ付加的に燃料を噴射する付

加燃料噴射を実行する低負荷時付加燃料噴射手段３と、

を備えている。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
燃 焼 室 に 供 給 さ れ た 混 合 気 を 圧 縮 着 火 に よ り 燃 焼 さ せ る 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド と 、 火 花 点 火
に よ り 燃 焼 さ せ る 火 花 点 火 燃 焼 モ ー ド に 、 燃 焼 モ ー ド を 切 り 換 え 可 能 に 構 成 さ れ た 圧 縮 着
火 式 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 で あ っ て 、
前 記 内 燃 機 関 の 負 荷 を 検 出 す る 負 荷 検 出 手 段 と 、
前 記 燃 焼 モ ー ド が 前 記 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド の 場 合 に お い て 、 前 記 検 出 さ れ た 前 記 内 燃 機 関
の 負 荷 が 所 定 の 負 荷 よ り も 低 い と き に 、 前 記 燃 焼 室 へ 付 加 的 に 燃 料 を 噴 射 す る 付 加 燃 料 噴
射 を 実 行 す る 低 負 荷 時 付 加 燃 料 噴 射 手 段 と 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 負 荷 検 出 手 段 は 、 前 記 負 荷 と し て 、 前 記 内 燃 機 関 に 対 す る 要 求 ト ル ク お よ び ア ク セ ル
開 度 の 少 な く と も 一 方 を 検 出 し 、
前 記 低 負 荷 時 付 加 燃 料 噴 射 手 段 は 、 前 記 検 出 さ れ た 要 求 ト ル ク お よ び ア ク セ ル 開 度 の 前 記
少 な く と も 一 方 が 所 定 値 よ り も 小 さ い と き に 、 前 記 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
燃 焼 室 に 供 給 さ れ た 混 合 気 を 圧 縮 着 火 に よ り 燃 焼 さ せ る 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド と 、 火 花 点 火
に よ り 燃 焼 さ せ る 火 花 点 火 燃 焼 モ ー ド に 、 燃 焼 モ ー ド を 切 り 換 え 可 能 に 構 成 さ れ た 圧 縮 着
火 式 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 で あ っ て 、
前 記 内 燃 機 関 の 冷 機 状 態 を 表 す 冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ を 検 出 す る 冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ 検 出 手
段 と 、
前 記 燃 焼 モ ー ド が 前 記 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド の 場 合 に お い て 、 前 記 検 出 さ れ た 前 記 冷 機 状 態
パ ラ メ ー タ が 、 前 記 内 燃 機 関 の 冷 機 状 態 を 表 す と き に 、 前 記 燃 焼 室 へ 付 加 的 に 燃 料 を 噴 射
す る 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る 冷 機 時 付 加 燃 料 噴 射 手 段 と 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ 検 出 手 段 は 、 前 記 冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ と し て 、 前 記 内 燃 機 関 の 水
温 、 油 温 お よ び 始 動 後 の 経 過 時 間 の 少 な く と も １ つ を 検 出 し 、
前 記 冷 機 時 付 加 燃 料 噴 射 手 段 は 、 前 記 検 出 さ れ た 水 温 、 油 温 お よ び 始 動 後 の 経 過 時 間 の 前
記 少 な く と も １ つ が 所 定 値 よ り も 小 さ い と き に 、 前 記 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 内 燃 機 関 の 排 気 温 度 を 検 出 す る 排 気 温 度 検 出 手 段 と 、
前 記 付 加 燃 料 噴 射 の 噴 射 時 期 を 前 記 検 出 さ れ た 排 気 温 度 に 応 じ て 決 定 す る 付 加 燃 料 噴 射 時
期 決 定 手 段 と 、
を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 圧 縮 着 火 式 内
燃 機 関 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 燃 焼 室 に 吸 入 さ れ る 吸 入 空 気 の 温 度 を 検 出 す る 吸 入 空 気 温 度 検 出 手 段 と 、
前 記 内 燃 機 関 の 水 温 お よ び 油 温 の 一 方 を 検 出 す る 機 関 温 度 検 出 手 段 と 、
前 記 付 加 燃 料 噴 射 の 噴 射 量 を 、 前 記 検 出 さ れ た 吸 入 空 気 の 温 度 と 、 水 温 お よ び 油 温 の 前 記
一 方 と に 応 じ て 決 定 す る 付 加 燃 料 噴 射 量 決 定 手 段 と 、
を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の 圧 縮 着 火 式 内
燃 機 関 の 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 燃 焼 室 に 供 給 さ れ た 混 合 気 を 圧 縮 着 火 に よ り 燃 焼 さ せ る 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド と
、 火 花 点 火 に よ り 燃 焼 さ せ る 火 花 点 火 燃 焼 モ ー ド に 、 燃 焼 モ ー ド を 切 り 換 え 可 能 に 構 成 さ
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れ た 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 で は 一 般 に 、 圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 を 火 花 点 火 に よ る 燃 焼 の 場 合 よ り も
高 い 圧 縮 比 、 か つ 大 き な 空 燃 比 で 行 う こ と に よ り 、 良 好 な 燃 費 お よ び 排 気 ガ ス 特 性 が 得 ら
れ る 。 こ の よ う な 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 の 従 来 の 制 御 装 置 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 開
示 さ れ た も の が 知 ら れ て い る 。 こ の 内 燃 機 関 は 、 火 花 点 火 燃 焼 モ ー ド と 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー
ド に 切 り 換 え 可 能 に 構 成 さ れ て お り 、 低 負 荷 運 転 状 態 の と き に 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド が 実 行
さ れ る 一 方 、 そ れ 以 外 の 運 転 状 態 の と き に 火 花 点 火 燃 焼 モ ー ド が 実 行 さ れ る 。 ま た 、 こ の
内 燃 機 関 で は 、 吸 気 弁 お よ び 排 気 弁 の 開 弁 お よ び 閉 弁 タ イ ミ ン グ が そ れ ぞ れ 可 変 に 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 制 御 装 置 で は 、 火 花 点 火 燃 焼 モ ー ド か ら 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド へ の 切 り 換 え の 際 に 、 火
花 点 火 に よ る 燃 焼 を 直 ち に 中 止 す る の で は な く 、 圧 縮 比 お よ び 燃 焼 室 の 作 動 ガ ス の 温 度 を
徐 々 に 高 め な が ら 火 花 点 火 を 継 続 し た 後 、 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド へ 移 行 す る 。 こ れ は 、 火 花
点 火 燃 焼 モ ー ド か ら 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド へ の 切 り 換 え を 直 ち に 行 う と 、 そ の 直 後 で は 、 燃
焼 室 内 の 温 度 が 圧 縮 着 火 を 実 行 で き る ほ ど 十 分 に 高 く な い た め 、 燃 焼 室 内 の 作 動 ガ ス の 温
度 を 上 昇 さ せ 、 高 温 状 態 に す る こ と に よ っ て 、 圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 を 生 じ や す く す る た め
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
具 体 的 に は 、 火 花 点 火 燃 焼 モ ー ド か ら 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド へ の 切 り 換 え の 際 に 、 吸 気 弁 の
閉 弁 タ イ ミ ン グ を よ り 早 く 設 定 す る こ と に よ っ て 、 圧 縮 比 を 高 め る と と も に 、 排 気 弁 の 閉
弁 タ イ ミ ン グ を よ り 早 く 設 定 す る こ と に よ っ て 、 燃 焼 ガ ス の 一 部 を 燃 焼 室 内 に 残 留 さ せ る
。 ま た 、 膨 張 行 程 に お い て 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る 。 こ れ に よ り 、 燃 焼 室 内 の 燃 焼 ガ ス の
温 度 が 上 昇 し 、 燃 焼 ガ ス の 熱 に よ っ て 次 の サ イ ク ル の 作 動 ガ ス が 暖 め ら れ 、 そ の 温 度 が 高
め ら れ る こ と に よ っ て 、 圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 が 生 じ や す く な る 。 そ し て 、 圧 縮 比 が 、 圧 縮
着 火 に よ る 燃 焼 を 行 え る 程 度 ま で 高 め ら れ た と き に 、 火 花 点 火 お よ び 付 加 燃 料 噴 射 を 中 止
す る こ と に よ り 、 火 花 点 火 燃 焼 モ ー ド か ら 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド へ の 移 行 が 完 了 す る 。 こ の
よ う に 、 火 花 点 火 燃 焼 モ ー ド か ら 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド へ の 切 り 換 え の 際 に 、 圧 縮 比 お よ び
燃 焼 室 内 の 作 動 ガ ス の 温 度 を 徐 々 に 高 め る こ と に よ っ て 、 切 り 換 え 中 の 着 火 を 確 保 す る こ
と に よ り 、 圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 を 安 定 し て 行 う よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ９ ２ ８ ２ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 述 し た 従 来 の 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 で は 、 火 花 点 火 燃 焼 モ ー ド か ら 圧
縮 着 火 燃 焼 モ ー ド へ の 切 り 換 え の 際 に 、 着 火 を 確 保 す る た め に 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る に
す ぎ な い 。 こ の た め 、 こ の 制 御 装 置 で は 、 例 え ば 、 内 燃 機 関 が ア イ ド ル 運 転 中 な ど の よ う
な 低 負 荷 状 態 や 、 始 動 直 後 の よ う な 冷 機 状 態 に あ る 場 合 に 、 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド に よ る 燃
焼 が 行 わ れ た と き に は 、 燃 焼 室 内 の 作 動 ガ ス の 温 度 が 低 く な る こ と に よ っ て 、 着 火 し に く
く な る お そ れ が あ る 。 こ の た め 、 圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 が 不 安 定 に な り 、 そ の 結 果 、 失 火 や
エ ン ジ ン ス ト ー ル に 至 っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 内 燃 機 関 が 低 負 荷 状 態
や 冷 機 状 態 に あ る 場 合 に お い て も 、 圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 の 安 定 性 を 確 保 す る こ と に よ り 、
内 燃 機 関 の 失 火 や エ ン ジ ン ス ト ー ル を 防 止 す る と と も に 、 圧 縮 着 火 の 実 行 領 域 の 拡 大 に よ
っ て 排 気 ガ ス 特 性 お よ び 燃 費 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 燃 焼 室 ２ ｃ に 供 給 さ れ た 混 合 気 を 圧
縮 着 火 に よ り 燃 焼 さ せ る 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド と 、 火 花 点 火 に よ り 燃 焼 さ せ る 火 花 点 火 燃 焼
モ ー ド に 、 燃 焼 モ ー ド を 切 り 換 え 可 能 に 構 成 さ れ た 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 ２ の 制 御 装 置 １ で
あ っ て 、 内 燃 機 関 ２ の 負 荷 を 検 出 す る 負 荷 検 出 手 段 （ 実 施 形 態 に お け る （ 以 下 、 本 項 に お
い て 同 じ ） Ｅ Ｃ Ｕ ３ 、 ア ク セ ル 開 度 セ ン サ １ ４ 、 図 ２ の ス テ ッ プ １ ， ３ ） と 、 燃 焼 モ ー ド
が 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド の 場 合 に お い て 、 検 出 さ れ た 内 燃 機 関 ２ の 負 荷 が 所 定 の 負 荷 よ り も
低 い と き に 、 燃 焼 室 ２ ｃ へ 付 加 的 に 燃 料 を 噴 射 す る 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る 低 負 荷 時 付 加
燃 料 噴 射 手 段 （ Ｅ Ｃ Ｕ ３ 、 図 ２ の ス テ ッ プ ７ ， ８ ） と 、 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 内 燃 機 関 の 燃 焼 モ ー ド が 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド と 火 花 点 火 燃 焼 モ ー ド に
切 り 換 え ら れ る 。 ま た 、 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド に よ る 燃 焼 の 実 行 中 に 、 負 荷 検 出 手 段 で 検 出
さ れ た 、 内 燃 機 関 の 負 荷 が 所 定 の 負 荷 よ り も 低 い と き 、 す な わ ち 内 燃 機 関 が 低 負 荷 状 態 の
と き に は 、 低 負 荷 時 付 加 燃 料 噴 射 手 段 に よ っ て 、 燃 焼 室 へ の 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る 。 前
述 し た よ う に 、 内 燃 機 関 が ア イ ド ル 運 転 時 な ど の よ う な 低 負 荷 状 態 に あ る と き に は 、 燃 焼
室 内 の 作 動 ガ ス の 温 度 が 低 く な る こ と に よ っ て 、 圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 が 不 安 定 に な る 。 し
た が っ て 、 内 燃 機 関 が 低 負 荷 状 態 の と き に 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る こ と に よ っ て 、 燃 焼 ガ
ス の 温 度 を 高 め 、 そ の 熱 に よ っ て 次 の サ イ ク ル の 作 動 ガ ス を 暖 め 、 そ の 温 度 を 上 昇 さ せ る
こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 の 安 定 性 を 確 保 す る こ と に よ っ て 、 内 燃
機 関 の 失 火 や エ ン ジ ン ス ト ー ル を 防 止 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 圧 縮 着 火 の 実 行 領 域
を 低 負 荷 側 に 拡 大 で き 、 そ れ に よ っ て 排 気 ガ ス 特 性 お よ び 燃 費 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 ２ の 制 御 装 置 １ に お い て 、
負 荷 検 出 手 段 は 、 負 荷 と し て 、 内 燃 機 関 ２ に 対 す る 要 求 ト ル ク Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ お よ び ア ク セ
ル 開 度 θ Ａ Ｃ Ｃ の 少 な く と も 一 方 を 検 出 し 、 低 負 荷 時 付 加 燃 料 噴 射 手 段 は 、 検 出 さ れ た 要
求 ト ル ク Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ お よ び ア ク セ ル 開 度 θ Ａ Ｃ Ｃ の 少 な く と も 一 方 が 所 定 値 （ 所 定 ト ル
ク Ｐ Ｍ Ｅ Ｊ Ｕ Ｄ 、 所 定 開 度 Ａ Ｃ Ｃ Ｊ Ｕ Ｄ ） よ り も 小 さ い と き に 、 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 内 燃 機 関 の 負 荷 を 表 す パ ラ メ ー タ と し て 、 要 求 ト ル ク お よ び ア ク セ ル
開 度 の 少 な く と も 一 方 を 用 い 、 そ の 検 出 値 が 所 定 値 よ り も 小 さ い と き に 付 加 燃 料 噴 射 を 実
行 す る の で 、 内 燃 機 関 が 低 負 荷 状 態 の と き に 、 付 加 燃 料 噴 射 を 適 切 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 燃 焼 室 ２ ｃ に 供 給 さ れ た 混 合 気 を 圧 縮 着 火 に よ り
燃 焼 さ せ る 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド と 、 火 花 点 火 に よ り 燃 焼 さ せ る 火 花 点 火 燃 焼 モ ー ド に 、 燃
焼 モ ー ド を 切 り 換 え 可 能 に 構 成 さ れ た 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 ２ の 制 御 装 置 １ で あ っ て 、 内 燃
機 関 ２ の 冷 機 状 態 を 表 す 冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ を 検 出 す る 冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ 検 出 手 段 （ Ｅ
Ｃ Ｕ ３ 、 始 動 後 タ イ マ ３ ａ 、 エ ン ジ ン 水 温 セ ン サ １ ２ 、 エ ン ジ ン 油 温 セ ン サ １ ５ 、 図 ２ の
ス テ ッ プ ４ ， ５ ） と 、 燃 焼 モ ー ド が 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド の 場 合 に お い て 、 検 出 さ れ た 冷 機
状 態 パ ラ メ ー タ が 、 内 燃 機 関 ２ の 冷 機 状 態 を 表 す と き に 、 燃 焼 室 ２ ｃ へ 付 加 的 に 燃 料 を 噴
射 す る 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る 冷 機 時 付 加 燃 料 噴 射 手 段 （ Ｅ Ｃ Ｕ ３ 、 図 ２ の ス テ ッ プ ７ ，
８ ） と 、 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 内 燃 機 関 の 燃 焼 モ ー ド が 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド と 火 花 点 火 燃 焼 モ ー ド に
切 り 換 え ら れ る 。 ま た 、 圧 縮 着 火 燃 焼 モ ー ド に よ る 燃 焼 の 実 行 中 に 、 冷 機 状 態 検 出 パ ラ メ
ー タ 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ た 冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ が 、 内 燃 機 関 の 冷 機 状 態 を 表 す と き に は
、 冷 機 時 付 加 燃 料 噴 射 手 段 に よ っ て 、 燃 焼 室 へ の 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る 。 前 述 し た よ う
に 、 始 動 直 後 な ど の よ う に 内 燃 機 関 が 冷 機 状 態 に あ る と き に は 、 燃 焼 室 内 の 作 動 ガ ス の 温
度 が 低 く な る こ と に よ っ て 、 圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 が 不 安 定 に な る 。 し た が っ て 、 内 燃 機 関
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が 冷 機 状 態 の と き に 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る こ と に よ っ て 、 燃 焼 ガ ス の 温 度 を 高 め 、 作 動
ガ ス の 温 度 を 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 の 安 定 性 を 確 保
す る こ と に よ り 、 内 燃 機 関 の 失 火 や エ ン ジ ン ス ト ー ル を 防 止 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果
、 圧 縮 着 火 を 冷 機 状 態 に お い て も 安 定 し て 実 行 で き 、 そ の 分 、 排 気 ガ ス 特 性 お よ び 燃 費 を
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 ２ の 制 御 装 置 １ に お い て 、
冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ 検 出 手 段 は 、 冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ と し て 、 内 燃 機 関 ２ の 水 温 （ エ ン ジ
ン 水 温 Ｔ Ｗ ） 、 油 温 （ エ ン ジ ン 油 温 Ｔ Ｏ Ｉ Ｌ ） お よ び 始 動 後 の 経 過 時 間 （ 始 動 後 時 間 Ｔ Ｍ
Ａ Ｓ Ｔ ） の 少 な く と も １ つ を 検 出 し 、 冷 機 時 付 加 燃 料 噴 射 手 段 は 、 検 出 さ れ た 水 温 、 油 温
お よ び 始 動 後 の 経 過 時 間 の 少 な く と も １ つ が 所 定 値 （ 所 定 水 温 Ｔ Ｗ Ｊ Ｕ Ｄ 、 所 定 油 温 Ｔ Ｏ
Ｉ Ｌ Ｊ Ｕ Ｄ 、 所 定 時 間 Ｔ Ｍ Ａ Ｓ Ｔ Ｊ Ｕ Ｄ ） よ り も 小 さ い と き に 、 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ と し て 、 水 温 、 油 温 ま た は 始 動 後 の 経 過 時 間 の 少
な く と も １ つ を 用 い 、 そ の 検 出 値 が 所 定 値 よ り も 小 さ い と き に 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る の
で 、 内 燃 機 関 が 冷 機 状 態 の と き に 、 付 加 燃 料 噴 射 を 最 適 に 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 ２ の 制
御 装 置 １ に お い て 、 内 燃 機 関 ２ の 排 気 温 度 （ 推 定 燃 焼 ガ ス 温 度 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ ） を 検 出 す る
排 気 温 度 検 出 手 段 （ Ｅ Ｃ Ｕ ３ 、 図 ６ の ス テ ッ プ １ ４ ） と 、 付 加 燃 料 噴 射 の 噴 射 時 期 Ｐ ｏ ｓ
ｔ ＿ Ｉ ｎ ｊ ＿ θ を 検 出 さ れ た 排 気 温 度 に 応 じ て 決 定 す る 付 加 燃 料 噴 射 時 期 決 定 手 段 （ Ｅ Ｃ
Ｕ ３ 、 図 ２ の ス テ ッ プ ８ ） と 、 を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
排 気 温 度 、 す な わ ち 燃 焼 ガ ス の 温 度 が 低 い と 、 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 し た と き に 燃 焼 ガ ス に
よ っ て 暖 め ら れ る 作 動 ガ ス の 温 度 の 上 昇 度 合 は 低 く な る 。 し た が っ て 、 付 加 燃 料 噴 射 の 噴
射 時 期 を 、 排 気 温 度 に 応 じ 、 例 え ば 排 気 温 度 が 低 い ほ ど 、 よ り 早 く な る よ う に 決 定 す る こ
と に よ っ て 、 燃 焼 ガ ス の 温 度 の 上 昇 度 合 を 高 め る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 作 動 ガ ス の 温
度 を 適 切 に 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 ２ の 制
御 装 置 １ に お い て 、 燃 焼 室 ２ ｃ に 吸 入 さ れ る 吸 入 空 気 の 温 度 （ 吸 気 温 Ｔ Ａ ） を 検 出 す る 吸
入 空 気 温 度 検 出 手 段 （ Ｅ Ｃ Ｕ ３ 、 吸 気 温 セ ン サ １ １ ） と 、 内 燃 機 関 ２ の 水 温 （ エ ン ジ ン 水
温 Ｔ Ｗ ） お よ び 油 温 （ エ ン ジ ン 油 温 Ｔ Ｏ Ｉ Ｌ ） の 一 方 を 検 出 す る 機 関 温 度 検 出 手 段 （ Ｅ Ｃ
Ｕ ３ 、 エ ン ジ ン 水 温 セ ン サ １ ２ 、 エ ン ジ ン 油 温 セ ン サ １ ５ ） と 、 付 加 燃 料 噴 射 の 噴 射 量 Ｐ
ｏ ｓ ｔ ＿ ｑ を 、 検 出 さ れ た 吸 入 空 気 の 温 度 と 、 水 温 お よ び 油 温 の 一 方 と に 応 じ て 決 定 す る
付 加 燃 料 噴 射 量 決 定 手 段 （ Ｅ Ｃ Ｕ ３ 、 図 ２ の ス テ ッ プ ７ ） と 、 を さ ら に 備 え て い る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
作 動 ガ ス の 温 度 は 、 吸 入 空 気 の 温 度 と 内 燃 機 関 の 温 度 に 依 存 す る 。 し た が っ て 、 付 加 燃 料
噴 射 の 噴 射 量 を 、 吸 入 空 気 の 温 度 と 、 内 燃 機 関 の 温 度 を 表 す パ ラ メ ー タ と し て の 、 水 温 ま
た は 油 温 に 応 じ 、 例 え ば 吸 入 空 気 の 温 度 が 低 く 、 水 温 ま た は 油 温 が 低 い ほ ど 、 よ り 多 く な
る よ う に 決 定 す る こ と に よ っ て 、 燃 焼 ガ ス を 実 際 の 作 動 ガ ス の 温 度 に 応 じ て 適 切 に 上 昇 さ
せ る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 作 動 ガ ス の 温 度 を そ の 燃 焼 前 の 実 際 の 温 度 状 態 に 応 じ て 適
切 に 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実
施 形 態 に よ る 制 御 装 置 １ を 適 用 し た 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 を 示 し て い る 。 こ の 内 燃 機 関 （ 以
下 「 エ ン ジ ン 」 と い う ） ２ は 、 図 示 し な い 車 両 に 搭 載 さ れ た 、 例 え ば ４ 気 筒 ４ サ イ ク ル エ
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ン ジ ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
同 図 に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン ２ は 、 気 筒 （ １ つ の み 図 示 ） ご と に ピ ス ト ン ２ ａ と シ リ ン ダ
ヘ ッ ド ２ ｂ を 備 え 、 ピ ス ト ン ２ ａ と シ リ ン ダ ヘ ッ ド ２ ｂ の 間 に は 燃 焼 室 ２ ｃ が 形 成 さ れ て
い る 。 ピ ス ト ン ２ ａ の 上 面 の 中 央 部 に は 、 凹 部 ２ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ２
ｂ に は 、 吸 気 管 ４ お よ び 排 気 管 ５ が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る と と も に 、 燃 焼 室 ２ ｃ に 臨 む よ う
に 燃 料 噴 射 弁 （ 以 下 「 イ ン ジ ェ ク タ 」 と い う ） ６ お よ び 点 火 プ ラ グ ７ が 取 り 付 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
イ ン ジ ェ ク タ ６ は 、 燃 料 ポ ン プ （ 図 示 せ ず ） か ら 供 給 さ れ た 燃 料 を 直 接 、 燃 焼 室 ２ ｃ 内 に
噴 射 す る 直 噴 タ イ プ の も の で あ り 、 そ の 燃 料 噴 射 の 時 間 （ 燃 料 噴 射 量 ） お よ び タ イ ミ ン グ
は 、 後 述 す る Ｅ Ｃ Ｕ ３ か ら の 駆 動 信 号 に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
点 火 プ ラ グ ７ に は 、 Ｅ Ｃ Ｕ ３ か ら の 駆 動 信 号 に よ り 点 火 時 期 に 応 じ た タ イ ミ ン グ で 高 電 圧
が 加 え ら れ 、 次 に 遮 断 さ れ る こ と に よ っ て 放 電 し 、 そ れ に よ り 、 各 気 筒 内 で 混 合 気 の 点 火
が 行 わ れ る 。 ま た 、 こ の エ ン ジ ン ２ で は 、 燃 焼 室 ２ ｃ 内 に 供 給 さ れ た 混 合 気 を 、 点 火 プ ラ
グ ７ の 火 花 に よ り 点 火 す る 火 花 点 火 燃 焼 （ 以 下 「 Ｓ Ｉ 燃 焼 」 と い う ） と 、 圧 縮 着 火 に よ り
着 火 す る 圧 縮 着 火 燃 焼 （ 以 下 「 Ｃ Ｉ 燃 焼 」 と い う ） が 切 り 換 え て 行 わ れ 、 そ の 切 り 換 え は
Ｅ Ｃ Ｕ ３ に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
エ ン ジ ン ２ の 吸 気 管 ４ お よ び 排 気 管 ５ に は 、 吸 気 弁 ８ お よ び 排 気 弁 ９ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ
て い る 。 吸 気 弁 ８ お よ び 排 気 弁 ９ は 、 そ れ ぞ れ 電 磁 式 動 弁 機 構 １ ０ ， １ ０ に よ っ て 駆 動 さ
れ る 。 各 電 磁 式 動 弁 機 構 １ ０ は 、 ２ つ の 電 磁 石 （ 図 示 せ ず ） を 備 え て お り 、 Ｅ Ｃ Ｕ ３ か ら
の 駆 動 信 号 に よ り 、 こ れ ら の 電 磁 石 の 励 磁 ・ 非 励 磁 の タ イ ミ ン グ を 制 御 す る こ と に よ っ て
、 吸 気 弁 ８ お よ び 排 気 弁 ９ が 開 閉 駆 動 さ れ る と と も に 、 こ れ ら の 開 閉 タ イ ミ ン グ が 自 在 に
制 御 さ れ る 。 ま た 、 排 気 弁 ９ の 閉 弁 タ イ ミ ン グ を 通 常 よ り も 早 く す る と と も に 、 吸 気 弁 ８
の 開 弁 タ イ ミ ン グ を 通 常 よ り も 遅 く す る よ う に 制 御 す る こ と に よ っ て 、 燃 焼 ガ ス を 燃 焼 室
２ ｃ 内 に 残 留 さ せ る （ 以 下 「 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 」 と い う ） と と も に 、 そ の 残 留 量 、 す な わ ち 内 部
Ｅ Ｇ Ｒ 量 を 制 御 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 吸 気 管 ４ に は 、 吸 気 温 セ ン サ １ １ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 吸 気 温 セ ン サ １ １ は
、 吸 気 管 ４ 内 に 吸 入 さ れ る 吸 入 空 気 の 温 度 （ 以 下 「 吸 気 温 」 と い う ） Ｔ Ａ を 検 出 し 、 そ の
検 出 信 号 を Ｅ Ｃ Ｕ ３ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
エ ン ジ ン ２ 本 体 に は 、 エ ン ジ ン 水 温 セ ン サ １ ２ お よ び ク ラ ン ク 角 セ ン サ １ ３ が 取 り 付 け ら
れ て い る 。 エ ン ジ ン 水 温 セ ン サ １ ２ は 、 エ ン ジ ン ２ の シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク （ 図 示 せ ず ） 内 を
循 環 す る 冷 却 水 の 温 度 （ 以 下 「 エ ン ジ ン 水 温 」 と い う ） Ｔ Ｗ を 検 出 し 、 そ の 検 出 信 号 を Ｅ
Ｃ Ｕ ３ に 出 力 す る 。 ク ラ ン ク 角 セ ン サ １ ３ は 、 エ ン ジ ン ２ の ク ラ ン ク シ ャ フ ト （ 図 示 せ ず
） の 回 転 に 伴 い 、 パ ル ス 信 号 で あ る Ｃ Ｒ Ｋ 信 号 お よ び Ｔ Ｄ Ｃ 信 号 を 、 そ れ ぞ れ の 所 定 の ク
ラ ン ク 角 ご と に Ｅ Ｃ Ｕ ３ に 出 力 す る 。 Ｅ Ｃ Ｕ ３ は 、 こ の Ｃ Ｒ Ｋ 信 号 に 基 づ い て エ ン ジ ン ２
の 回 転 数 （ 以 下 「 エ ン ジ ン 回 転 数 」 と い う ） Ｎ Ｅ を 求 め る 。 さ ら に 、 Ｔ Ｄ Ｃ 信 号 は 、 各 気
筒 の ピ ス ト ン ２ ａ が 吸 気 行 程 開 始 時 の Ｔ Ｄ Ｃ （ 上 死 点 ） 付 近 の 所 定 ク ラ ン ク 角 度 位 置 に あ
る こ と を 表 す 信 号 で あ り 、 エ ン ジ ン ２ が ４ 気 筒 タ イ プ の 本 例 で は 、 ク ラ ン ク 角 １ ８ ０ ｄ ｅ
ｇ ご と に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
Ｅ Ｃ Ｕ ３ に は 、 ア ク セ ル 開 度 セ ン サ １ ４ か ら 、 エ ン ジ ン ２ を 搭 載 し た 車 両 の ア ク セ ル ペ ダ
ル （ と も に 図 示 せ ず ） の 踏 み 込 み 量 （ 以 下 「 ア ク セ ル 開 度 」 と い う ） θ Ａ Ｃ Ｃ を 表 す 検 出
信 号 が 、 エ ン ジ ン 油 温 セ ン サ １ ５ か ら 、 エ ン ジ ン ２ の 潤 滑 油 の 温 度 （ 以 下 「 エ ン ジ ン 油 温
」 と い う ） Ｔ Ｏ Ｉ Ｌ を 表 す 検 出 信 号 が 、 そ れ ぞ れ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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Ｅ Ｃ Ｕ ３ は 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 負 荷 検 出 手 段 、 低 負 荷 時 付 加 燃 料 噴 射 手 段 、 冷 機 状 態
パ ラ メ ー タ 検 出 手 段 、 冷 機 時 付 加 燃 料 噴 射 手 段 、 排 気 温 度 検 出 手 段 、 付 加 燃 料 噴 射 時 期 決
定 手 段 、 吸 入 空 気 温 度 検 出 手 段 、 機 関 温 度 検 出 手 段 お よ び 付 加 燃 料 噴 射 量 決 定 手 段 を 構 成
す る も の で あ り 、 Ｉ ／ Ｏ イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｒ Ａ Ｍ お よ び Ｒ Ｏ Ｍ な ど か ら な る マ
イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ で 構 成 さ れ て お り 、 さ ら に 、 エ ン ジ ン ２ の 始 動 後 の 経 過 時 間 （ 以 下 「
始 動 後 時 間 」 と い う ） Ｔ Ｍ Ａ Ｓ Ｔ を 計 時 す る 始 動 後 タ イ マ ３ ａ な ど を 備 え て い る 。 上 記 の
各 種 セ ン サ １ １ ～ １ ５ の 検 出 信 号 は 、 Ｉ ／ Ｏ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て 後 述 す る Ｃ Ｐ Ｕ に
入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
Ｃ Ｐ Ｕ は 、 各 種 セ ン サ １ １ ～ １ ５ で 検 出 さ れ た 検 出 信 号 に 基 づ き 、 Ｒ Ｏ Ｍ に 記 憶 さ れ た プ
ロ グ ラ ム な ど に 従 っ て 、 エ ン ジ ン ２ の 運 転 状 態 を 判 別 す る と と も に 、 判 別 し た 運 転 状 態 に
応 じ て 、 以 下 の よ う な 各 種 の 制 御 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま ず 、 Ｃ Ｐ Ｕ は 、 エ ン ジ ン ２ の 燃 焼 モ ー ド を 、 Ｓ Ｉ 燃 焼 モ ー ド ま た は Ｃ Ｉ 燃 焼 モ ー ド の い
ず れ に す る か を 決 定 す る 。 具 体 的 に は 、 エ ン ジ ン ２ が 低 ～ 中 負 荷 状 態 で 、 か つ エ ン ジ ン 回
転 数 Ｎ Ｅ が 低 ～ 中 回 転 領 域 に あ る と き に は 、 燃 焼 モ ー ド を Ｃ Ｉ 燃 焼 モ ー ド に 決 定 し 、 そ れ
以 外 の と き に は 、 Ｓ Ｉ 燃 焼 モ ー ド に 決 定 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 燃 焼 モ ー ド が Ｃ Ｉ 燃 焼 モ ー ド の と き に は 、 エ ン ジ ン ２ の 運 転 状 態 に 応 じ て 、 付 加 燃
料 噴 射 の 制 御 な ど を 実 行 す る 。 こ の 付 加 燃 料 噴 射 は 、 排 気 行 程 か ら 圧 縮 行 程 に か け て 燃 料
を 噴 射 す る メ イ ン 噴 射 に 加 え 、 圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 を 安 定 し て 行 う べ く 、 燃 焼 ガ ス の 温 度
を 高 め る た め に 、 膨 張 行 程 に お い て 付 加 的 に 燃 料 を 噴 射 す る も の で あ る 。 図 ９ は 、 燃 焼 モ
ー ド が Ｃ Ｉ 燃 焼 モ ー ド の と き の 吸 気 弁 ８ お よ び 排 気 弁 ９ の 開 閉 、 な ら び に メ イ ン 噴 射 お よ
び 付 加 燃 料 噴 射 の タ イ ミ ン グ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
同 図 に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｉ 燃 焼 モ ー ド に お い て は 、 排 気 弁 ９ の 開 弁 タ イ ミ ン グ は 、 所 定 の ク
ラ ン ク 角 （ 例 え ば 下 死 点 前 ３ ０ ｄ ｅ ｇ ） に 一 律 に 設 定 さ れ 、 閉 弁 タ イ ミ ン グ は 、 吸 気 行 程
開 始 時 の 上 死 点 を 基 準 と し 、 燃 焼 ガ ス の 温 度 が 低 い ほ ど 、 よ り 早 い タ イ ミ ン グ に 設 定 さ れ
る 。 そ し て 、 排 気 弁 ９ の 閉 じ 終 わ り の 直 前 か ら 吸 気 行 程 の 開 始 時 付 近 ま で の 間 に 、 １ 回 目
の メ イ ン 噴 射 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 吸 気 弁 ８ の 開 弁 タ イ ミ ン グ は 、 吸 気 行 程 開 始 時 の 上 死 点 を 基 準 と し 、 燃 焼 ガ ス の 温
度 が 低 い ほ ど 、 よ り 遅 い タ イ ミ ン グ に 設 定 さ れ る 。 吸 気 弁 ８ の 閉 弁 タ イ ミ ン グ は 、 所 定 の
ク ラ ン ク 角 （ 例 え ば 下 死 点 前 ３ ０ ｄ ｅ ｇ ） に 一 律 に 設 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 吸 気 弁 ８ は
、 そ の 後 の 所 定 の ク ラ ン ク 角 （ 例 え ば 下 死 点 後 ３ ０ ｄ ｅ ｇ ） に 完 全 に 閉 じ 終 わ る 。 そ し て
、 吸 気 弁 ８ の 閉 じ 終 わ り 付 近 か ら 圧 縮 行 程 の 途 中 ま で の 間 に 、 ２ 回 目 の メ イ ン 噴 射 を 実 行
す る 。 こ の よ う に 、 燃 焼 ガ ス の 温 度 が 低 い と き に は 、 排 気 弁 ９ の 閉 弁 タ イ ミ ン グ を 早 く す
る と と も に 、 吸 気 弁 ８ の 開 弁 タ イ ミ ン グ を 遅 く す る こ と に よ り 、 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 量 を 増 加 さ せ
る こ と に よ っ て 、 次 の サ イ ク ル の 作 動 ガ ス の 温 度 を 高 め 、 圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 の 安 定 性 を
確 保 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 後 述 す る 付 加 燃 料 噴 射 の 実 行 条 件 が 成 立 し た と き に は 、 膨 張 行 程 に お い て 、 圧 縮 着
火 に よ る 燃 焼 を 安 定 し て 行 う べ く 、 燃 焼 ガ ス の 温 度 を 高 め る た め に 、 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行
す る 。 こ の と き の 付 加 燃 料 噴 射 の タ イ ミ ン グ は 、 後 述 す る よ う に 、 燃 焼 ガ ス の 温 度 に 応 じ
て 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ２ は 、 こ の 付 加 燃 料 噴 射 の 制 御 処 理 を 示 し て い る 。 本 処 理 は 、 Ｔ Ｄ Ｃ 信 号 の 発 生 に 同 期
し て 実 行 さ れ る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 ま ず 、 ス テ ッ プ １ （ 「 Ｓ １ 」 と 図 示 。 以 下 同 様 ） に
お い て 、 エ ン ジ ン ２ に 対 す る 要 求 ト ル ク Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ を 、 エ ン ジ ン 回 転 数 Ｎ Ｅ な ど を 用 い
て 次 式 （ １ ） に よ っ て 算 出 す る 。
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Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ ＝ Ｃ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ ・ Ｐ Ｓ Ｅ ／ Ｎ Ｅ ・ ・ ・ （ １ ）
こ こ で 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ は 定 数 で あ り 、 Ｐ Ｓ Ｅ は エ ン ジ ン ２ の 要 求 出 力 で あ る 。 こ の 要 求 出 力
Ｐ Ｓ Ｅ は 、 図 ３ に 示 す Ｐ Ｓ Ｅ テ ー ブ ル に 基 づ き 、 検 出 さ れ た ア ク セ ル 開 度 θ Ａ Ｃ Ｃ お よ び
エ ン ジ ン 回 転 数 Ｎ Ｅ に 応 じ て 設 定 さ れ る 。 こ の Ｐ Ｓ Ｅ テ ー ブ ル は 、 ０ ％ ～ １ ０ ０ ％ の 範 囲
内 の 所 定 の ア ク セ ル 開 度 θ Ａ Ｃ Ｃ ご と に 設 定 さ れ た 複 数 の テ ー ブ ル で 構 成 さ れ て お り 、 ア
ク セ ル 開 度 θ Ａ Ｃ Ｃ が こ れ ら の 中 間 値 を 示 す 場 合 に は 、 要 求 出 力 Ｐ Ｓ Ｅ は 補 間 演 算 に よ っ
て 求 め ら れ る 。 ま た 、 こ れ ら の テ ー ブ ル で は 、 要 求 出 力 Ｐ Ｓ Ｅ は 、 エ ン ジ ン 回 転 数 Ｎ Ｅ が
大 き い ほ ど 、 お よ び ア ク セ ル 開 度 θ Ａ Ｃ Ｃ が 大 き い ほ ど 、 大 き な 値 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ２ に 戻 り 、 前 記 ス テ ッ プ １ に 続 く ス テ ッ プ ２ で は 、 燃 焼 モ ー ド フ ラ グ Ｆ ＿ Ｈ Ｃ Ｃ Ｉ が 「
１ 」 で あ る か 否 か を 判 別 す る 。 こ の 燃 焼 モ ー ド フ ラ グ Ｆ ＿ Ｈ Ｃ Ｃ Ｉ は 、 エ ン ジ ン ２ の 燃 焼
モ ー ド が Ｃ Ｉ 燃 焼 モ ー ド の と き に 「 １ 」 に 、 Ｓ Ｉ 燃 焼 モ ー ド の と き に 「 ０ 」 に そ れ ぞ れ セ
ッ ト さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の 判 別 結 果 が Ｎ Ｏ で 、 燃 焼 モ ー ド が Ｓ Ｉ 燃 焼 モ ー ド の と き に は 、 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 し
な い と し て 、 ス テ ッ プ ６ に 進 み 、 付 加 燃 料 噴 射 量 Ｐ ｏ ｓ ｔ ＿ ｑ を 値 ０ に 設 定 し 、 本 処 理 を
終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
一 方 、 前 記 ス テ ッ プ ２ の 判 別 結 果 が Ｙ Ｅ Ｓ で 、 燃 焼 モ ー ド が Ｃ Ｉ 燃 焼 モ ー ド の と き に は 、
ス テ ッ プ ３ に 進 み 、 前 記 ス テ ッ プ １ で 算 出 し た 要 求 ト ル ク Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ が 所 定 ト ル ク Ｐ Ｍ
Ｅ Ｊ Ｕ Ｄ よ り も 小 さ い か 否 か 、 ま た は ア ク セ ル 開 度 θ Ａ Ｃ Ｃ が 所 定 開 度 Ａ Ｃ Ｃ Ｊ Ｕ Ｄ よ り
も 小 さ い か 否 か を そ れ ぞ れ 判 別 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の 判 別 結 果 が Ｎ Ｏ で 、 Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ ≧ Ｐ Ｍ Ｅ Ｊ Ｕ Ｄ 、 か つ θ Ａ Ｃ Ｃ ≧ Ａ Ｃ Ｃ Ｊ Ｕ Ｄ の と
き に は 、 エ ン ジ ン ２ が 低 負 荷 状 態 に な い と し て 、 エ ン ジ ン 水 温 Ｔ Ｗ が 所 定 水 温 Ｔ Ｗ Ｊ Ｕ Ｄ
（ 例 え ば ６ ０ ℃ ） よ り も 低 い か 否 か 、 ま た は エ ン ジ ン 油 温 Ｔ Ｏ Ｉ Ｌ が 所 定 油 温 Ｔ Ｏ Ｉ Ｌ Ｊ
Ｕ Ｄ （ 例 え ば ６ ０ ℃ ） よ り も 低 い か 否 か を そ れ ぞ れ 判 別 す る （ ス テ ッ プ ４ ） 。 こ の 判 別 結
果 が Ｎ Ｏ で 、 Ｔ Ｗ ≧ Ｔ Ｗ Ｊ Ｕ Ｄ 、 か つ Ｔ Ｏ Ｉ Ｌ ≧ Ｔ Ｏ Ｉ Ｌ Ｊ Ｕ Ｄ の と き に は 、 エ ン ジ ン ２
が 冷 機 状 態 に な い と し て 、 ス テ ッ プ ５ に 進 む 。 こ の ス テ ッ プ ５ で は 、 始 動 後 時 間 Ｔ Ｍ Ａ Ｓ
Ｔ が 所 定 時 間 Ｔ Ｍ Ａ Ｓ Ｔ Ｊ Ｕ Ｄ （ 例 え ば ２ ４ ０ ｓ ｅ ｃ ） よ り も 短 い か 否 か を 判 別 す る 。 こ
れ は 、 エ ン ジ ン ２ の 始 動 直 後 に は 、 燃 焼 室 ２ ｃ 内 の 作 動 ガ ス の 温 度 が 低 い こ と に よ っ て 、
圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 が 不 安 定 に な る お そ れ が あ る の で 、 そ れ を 回 避 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の 判 別 結 果 が Ｎ Ｏ 、 す な わ ち エ ン ジ ン ２ の 始 動 後 、 所 定 時 間 Ｔ Ｍ Ａ Ｓ Ｔ Ｊ Ｕ Ｄ が 経 過 し
て い る と き に は 、 所 定 の 冷 機 状 態 に な く 、 付 加 燃 料 噴 射 の 実 行 条 件 が 成 立 し て い な い と し
て 、 前 記 ス テ ッ プ ６ に 進 み 、 本 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
前 記 ス テ ッ プ ３ の 判 別 結 果 が Ｙ Ｅ Ｓ で 、 Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ ＜ Ｐ Ｍ Ｅ Ｊ Ｕ Ｄ も し く は θ Ａ Ｃ Ｃ ＜
Ａ Ｃ Ｃ Ｊ Ｕ Ｄ の と き 、 す な わ ち エ ン ジ ン ２ が 低 負 荷 状 態 に あ る と き 、 あ る い は 前 記 ス テ ッ
プ ４ ま た は ５ の 判 別 結 果 が Ｙ Ｅ Ｓ で 、 Ｔ Ｗ ＜ Ｔ Ｗ Ｊ Ｕ Ｄ 、 Ｔ Ｏ Ｉ Ｌ ＜ Ｔ Ｏ Ｉ Ｌ Ｊ Ｕ Ｄ 、 も
し く は Ｔ Ｍ Ａ Ｓ Ｔ ＜ Ｔ Ｍ Ａ Ｓ Ｔ Ｊ Ｕ Ｄ の と き 、 す な わ ち エ ン ジ ン ２ が 冷 機 状 態 に あ る と き
に は 、 付 加 燃 料 噴 射 の 実 行 条 件 が 成 立 し て い る と し て 、 ス テ ッ プ ７ お よ び ８ に 進 む 。 こ の
ス テ ッ プ ７ で は 、 吸 気 温 Ｔ Ａ お よ び エ ン ジ ン 水 温 Ｔ Ｗ に 応 じ 、 図 ４ に 示 す 燃 料 噴 射 量 マ ッ
プ を 検 索 す る こ と に よ っ て 、 付 加 燃 料 噴 射 量 Ｐ ｏ ｓ ｔ ＿ ｑ を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の 燃 料 噴 射 量 マ ッ プ で は 、 付 加 燃 料 噴 射 量 Ｐ ｏ ｓ ｔ ＿ ｑ は 、 吸 気 温 Ｔ Ａ が 所 定 吸 気 温 Ｔ
Ａ Ｊ Ｕ Ｄ （ 例 え ば ３ ０ ℃ ） 以 上 の と き 、 ま た は エ ン ジ ン 水 温 Ｔ Ｗ が 前 記 所 定 水 温 Ｔ Ｗ Ｊ Ｕ
Ｄ 以 上 の と き に 、 値 ０ に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の マ ッ プ で は 、 付 加 燃 料 噴 射 量 Ｐ ｏ ｓ
ｔ ＿ ｑ は 、 吸 気 温 Ｔ Ａ が 低 い ほ ど 、 お よ び エ ン ジ ン 水 温 Ｔ Ｗ が 低 い ほ ど 、 よ り 大 き な 値 に
設 定 さ れ て い る 。 こ れ は 、 燃 焼 室 ２ ｃ 内 の 作 動 ガ ス の 温 度 は 、 吸 気 温 Ｔ Ａ と エ ン ジ ン 水 温
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Ｔ Ｗ で 表 さ れ る エ ン ジ ン ２ の 温 度 に 依 存 す る た め 、 作 動 ガ ス の 温 度 を 、 そ の 燃 焼 前 の 実 際
の 温 度 状 態 に 応 じ て 最 適 に 上 昇 さ せ る た め で あ る 。 な お 、 図 ４ の 括 弧 書 き に 示 す よ う に 、
エ ン ジ ン ２ の 温 度 を 表 す パ ラ メ ー タ と し て 、 エ ン ジ ン 水 温 Ｔ Ｗ に 代 え て エ ン ジ ン 油 温 Ｔ Ｏ
Ｉ Ｌ を 用 い 、 同 様 に し て 付 加 燃 料 噴 射 量 Ｐ ｏ ｓ ｔ ＿ ｑ を 求 め て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ２ に 戻 り 、 前 記 ス テ ッ プ ７ に 続 く ス テ ッ プ ８ で は 、 推 定 燃 焼 ガ ス 温 度 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ に 応
じ 、 図 ５ に 示 す 燃 料 噴 射 時 期 テ ー ブ ル を 検 索 す る こ と に よ っ て 、 付 加 燃 料 噴 射 時 期 Ｐ ｏ ｓ
ｔ ＿ Ｉ ｎ ｊ ＿ θ を 算 出 し 、 本 処 理 を 終 了 す る 。 こ の 推 定 燃 焼 ガ ス 温 度 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ は 、 燃
焼 室 ２ ｃ 内 で 燃 焼 に よ っ て 生 成 さ れ る 燃 焼 ガ ス の 温 度 を 推 定 し た も の で あ り 、 そ の 算 出 の
詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の 燃 料 噴 射 時 期 テ ー ブ ル で は 、 付 加 燃 料 噴 射 時 期 Ｐ ｏ ｓ ｔ ＿ Ｉ ｎ ｊ ＿ θ は 、 推 定 燃 焼 ガ
ス 温 度 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ が 低 い ほ ど 、 よ り 進 角 側 に 設 定 さ れ て い る 。 こ れ は 、 推 定 燃 焼 ガ ス 温
度 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ が 低 い ほ ど 、 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 し た と き に 燃 焼 ガ ス に よ っ て 暖 め ら れ る
作 動 ガ ス の 温 度 の 上 昇 度 合 は 低 く な る た め 、 噴 射 時 期 を 早 め る こ と に よ り 、 作 動 ガ ス の 温
度 を 最 適 に 上 昇 さ せ る た め で あ る 。 ま た 、 付 加 燃 料 噴 射 時 期 Ｐ ｏ ｓ ｔ ＿ Ｉ ｎ ｊ ＿ θ は 、 推
定 燃 焼 ガ ス 温 度 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ が 、 所 定 排 気 温 度 Ｔ Ｅ Ｘ Ｊ Ｕ Ｄ 以 上 の と き に は 、 所 定 の ク ラ
ン ク 角 （ 例 え ば 上 死 点 後 ９ ０ ｄ ｅ ｇ ） に 収 束 す る 。 こ れ は 、 付 加 燃 料 噴 射 時 期 Ｐ ｏ ｓ ｔ ＿
Ｉ ｎ ｊ ＿ θ が 遅 す ぎ る と 、 燃 焼 ガ ス の 温 度 が 上 昇 し に く く な り 、 作 動 ガ ス の 昇 温 効 果 が 得
に く く な る の で 、 そ れ を 回 避 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 ６ は 、 推 定 燃 焼 ガ ス 温 度 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ の 算 出 処 理 を 示 し て お り 、 本 処 理 は 、 Ｔ Ｄ Ｃ 信 号
の 発 生 に 同 期 し て 割 り 込 み 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
本 処 理 で は 、 ま ず 、 ス テ ッ プ １ １ に お い て 、 現 在 の 推 定 燃 焼 ガ ス 温 度 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ を そ の
前 回 値 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｚ と し て 設 定 す る 。 な お 、 前 回 値 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｚ は 、 エ ン ジ ン ２ の 始
動 時 に は 、 所 定 温 度 （ 例 え ば １ ５ ０ ℃ ） に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
前 記 ス テ ッ プ １ １ に 続 く ス テ ッ プ １ ２ で は 、 フ ュ ー エ ル カ ッ ト フ ラ グ Ｆ ＿ Ｆ Ｃ が 「 １ 」 で
あ る か 否 か を 判 別 す る 。 こ の フ ュ ー エ ル カ ッ ト フ ラ グ Ｆ ＿ Ｆ Ｃ は 、 フ ュ ー エ ル カ ッ ト （ 以
下 「 Ｆ ／ Ｃ 」 と い う ） が 実 行 さ れ て い る と き に 「 １ 」 に 、 Ｆ ／ Ｃ が 実 行 さ れ て い な い と き
に 「 ０ 」 に そ れ ぞ れ セ ッ ト さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の 判 別 結 果 が Ｙ Ｅ Ｓ 、 す な わ ち Ｆ ／ Ｃ が 実 行 さ れ て い る と き に は 、 燃 焼 ガ ス 温 度 暫 定 値
Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｔ を 、 所 定 値 Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｗ Ａ Ｌ に 設 定 す る （ ス テ ッ プ １ ３ ） 。 こ の 所 定 値 Ｔ Ｃ
Ｙ Ｌ Ｗ Ａ Ｌ は 、 Ｆ ／ Ｃ に よ り 燃 焼 が 行 わ れ な い 場 合 に お い て 、 そ れ ま で の 燃 焼 に よ っ て 加
熱 さ れ た シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク の 温 度 に 相 当 し 、 例 え ば ８ ０ ℃ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
次 に 、 今 回 の 推 定 燃 焼 ガ ス 温 度 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ を 、 そ の 前 回 値 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｚ 、 お よ び 設 定
し た 燃 焼 ガ ス 温 度 暫 定 値 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｔ な ど を 用 い て 、 次 式 （ ２ ） に よ っ て 算 出 し （ ス テ
ッ プ １ ４ ） 、 本 処 理 を 終 了 す る 。
Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ ＝ Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｔ ・ （ １ － Ｔ Ｄ Ｔ Ｇ Ａ Ｓ ） ＋ Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｚ ・ Ｔ Ｄ Ｔ Ｇ Ａ Ｓ
　 　 　 ・ ・ ・ （ ２ ）
こ こ で 、 Ｔ Ｄ Ｔ Ｇ Ａ Ｓ は 、 値 １ ． ０ 未 満 の 所 定 の な ま し 係 数 （ 例 え ば ０ ． ９ ） で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
一 方 、 前 記 ス テ ッ プ １ ２ の 判 別 結 果 が Ｎ Ｏ で 、 Ｆ ＿ Ｆ Ｃ ＝ ０ 、 す な わ ち Ｆ ／ Ｃ が 実 行 さ れ
て い な い と き に は 、 燃 焼 モ ー ド フ ラ グ Ｆ ＿ Ｈ Ｃ Ｃ Ｉ が 「 １ 」 で あ る か 否 か を 判 別 す る （ ス
テ ッ プ １ ５ ） 。 こ の 判 別 結 果 が Ｎ Ｏ で 、 燃 焼 モ ー ド が Ｓ Ｉ 燃 焼 モ ー ド の と き に は 、 ス テ ッ
プ １ ６ に 進 み 、 吸 気 温 Ｔ Ａ お よ び 要 求 ト ル ク Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ に 応 じ 、 Ｓ Ｉ 燃 焼 モ ー ド 用 の Ｔ
Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｓ Ｉ Ｍ マ ッ プ （ 図 示 せ ず ） を 検 索 す る こ と に よ っ て 、 マ ッ プ 値 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｓ
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Ｉ Ｍ を 求 め 、 燃 焼 ガ ス 温 度 中 間 値 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ α と し て 設 定 す る 。 こ の 燃 焼 ガ ス 温 度 中 間
値 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ α は 、 作 動 ガ ス の 燃 焼 に よ っ て 直 接 的 に 得 ら れ る （ 外 部 か ら の 影 響 を 受 け
な い と 仮 定 し た と き の ） 燃 焼 ガ ス の 温 度 に 相 当 す る 。 ま た 、 こ の マ ッ プ で は 、 マ ッ プ 値 Ｔ
Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｓ Ｉ Ｍ は 、 吸 気 温 Ｔ Ａ が 高 い ほ ど 、 お よ び 要 求 ト ル ク Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ が 大 き い ほ
ど 、 よ り 大 き な 値 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
一 方 、 前 記 ス テ ッ プ １ ５ の 判 別 結 果 が Ｙ Ｅ Ｓ で 、 燃 焼 モ ー ド が Ｃ Ｉ 燃 焼 モ ー ド の と き に は
、 ス テ ッ プ １ ７ に 進 み 、 後 述 す る 推 定 作 動 ガ ス 温 度 Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｇ Ａ Ｓ 、 お よ び 要 求 ト ル ク Ｐ
Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ に 応 じ 、 Ｃ Ｉ 燃 焼 モ ー ド 用 の Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｃ Ｉ Ｍ マ ッ プ （ 図 示 せ ず ） を 検 索 す
る こ と に よ っ て 、 マ ッ プ 値 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｃ Ｉ Ｍ を 求 め 、 燃 焼 ガ ス 温 度 中 間 値 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ
α と し て 設 定 す る 。 ま た 、 こ の マ ッ プ で は 、 マ ッ プ 値 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｃ Ｉ Ｍ は 、 要 求 ト ル ク
Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ が 大 き い ほ ど 、 お よ び 推 定 作 動 ガ ス 温 度 Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｇ Ａ Ｓ が 高 い ほ ど 、 よ り 大
き な 値 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
前 記 ス テ ッ プ １ ６ ま た は １ ７ に 続 く ス テ ッ プ １ ８ で は 、 燃 焼 ガ ス 温 度 暫 定 値 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ
Ｔ を 、 前 記 ス テ ッ プ １ ６ ま た は １ ７ で 設 定 し た 燃 焼 ガ ス 温 度 中 間 値 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ α 、 お よ
び 前 記 ス テ ッ プ １ ３ で 用 い た 所 定 値 Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｗ Ａ Ｌ な ど を 用 い て 、 次 式 （ ３ ） に よ っ て 算
出 す る と と も に 、 前 記 ス テ ッ プ １ ４ を 実 行 し 、 本 処 理 を 終 了 す る 。
　
　
　
こ こ で 、 Ｋ Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ｍ Ｅ は 値 １ ． ０ 未 満 の 所 定 の な ま し 係 数 （ 例 え ば ０ ． ０ １ ） で あ り 、
Ｔ Ｄ Ｃ Ｍ Ｅ は 現 在 の Ｔ Ｄ Ｃ 信 号 の 周 期 で あ る 。 ま た 、 Ｔ Ｄ Ｃ Ｍ Ｅ α は 、 エ ン ジ ン 回 転 数 Ｎ
Ｅ が 、 高 速 時 Ｆ ／ Ｃ が 実 行 さ れ る 限 界 回 転 数 （ 例 え ば ６ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ） に あ る と き の Ｔ Ｄ
Ｃ 信 号 の 周 期 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
上 記 の 式 （ ３ ） の 右 辺 の 第 １ 項 は 、 作 動 ガ ス の 燃 焼 に よ っ て 直 接 的 に 得 ら れ る 燃 焼 ガ ス の
温 度 に 相 当 し 、 第 ２ 項 は 、 燃 焼 ガ ス の 温 度 に 対 す る シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク の 温 度 の 影 響 分 に 相
当 す る 。 ま た 、 式 （ ３ ） か ら 明 ら か な よ う に 、 右 辺 中 に 第 ２ 項 が 占 め る 割 合 は 、 Ｔ Ｄ Ｃ 信
号 の 周 期 Ｔ Ｄ Ｃ Ｍ Ｅ が 長 い ほ ど よ り 大 き い 。 こ れ は 、 Ｔ Ｄ Ｃ 信 号 の 周 期 Ｔ Ｄ Ｃ Ｍ Ｅ が 長 い
ほ ど 、 燃 焼 サ イ ク ル 間 の 時 間 間 隔 が 長 い こ と で 、 燃 焼 ガ ス の 生 成 後 、 次 の 圧 縮 行 程 の 開 始
時 ま で の 作 動 ガ ス の 温 度 の 低 下 度 合 が よ り 大 き い こ と で 、 そ の 燃 焼 に よ っ て 生 成 さ れ る 燃
焼 ガ ス の 温 度 が よ り 低 い た め で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 ７ は 、 図 ６ の ス テ ッ プ １ ７ で 用 い ら れ る 推 定 作 動 ガ ス 温 度 Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｇ Ａ Ｓ の 算 出 処 理 を
示 し て い る 。 本 処 理 は 、 Ｃ Ｉ 燃 焼 モ ー ド 中 に の み 実 行 さ れ 、 Ｔ Ｄ Ｃ 信 号 の 発 生 に 同 期 し て
割 り 込 み 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
同 図 に 示 す よ う に 、 そ の ス テ ッ プ ２ １ で は 、 推 定 作 動 ガ ス 温 度 Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｇ Ａ Ｓ を 、 前 回 値
Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｚ 、 吸 気 温 Ｔ Ａ 、 お よ び 後 述 す る 目 標 充 填 効 率 Ｅ Ｔ Ａ Ｃ Ｃ な ど を 用 い て 、 次
式 （ ４ ） に よ っ て 算 出 す る 。
Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｇ Ａ Ｓ ＝ （ Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｚ － Ｔ Ａ ） ・ Ｎ Ｅ Ｇ Ｒ ／ Ｅ Ｔ Ａ Ｃ Ｃ ・ Ｎ Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｍ Ａ Ｘ
＋ Ｔ Ａ 　 　 　 ・ ・ ・ （ ４ ）
こ こ で 、 Ｎ Ｅ Ｇ Ｒ は 、 排 気 弁 ９ の 実 際 の 閉 弁 タ イ ミ ン グ お よ び 要 求 ト ル ク Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ に
応 じ て 、 マ ッ プ （ 図 示 せ ず ） を 検 索 す る こ と に よ っ て 推 定 し た 推 定 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス 量 で あ り 、
Ｎ Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｍ Ａ Ｘ は 、 燃 焼 室 ２ ｃ の 容 積 と 行 程 容 積 と の 和 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
こ の 式 （ ４ ） の 右 辺 の （ Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ Ｚ － Ｔ Ａ ） は 、 燃 焼 ガ ス と 新 気 と の 温 度 差 を 表 し 、
Ｎ Ｅ Ｇ Ｒ ／ Ｅ Ｔ Ａ Ｃ Ｃ ・ Ｎ Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｍ Ａ Ｘ は 、 作 動 ガ ス 中 に 占 め る Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス の 割 合 を 表
す 。 し た が っ て 、 両 者 の 積 、 す な わ ち 第 １ 項 は 、 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス に よ る 作 動 ガ ス の 温 度 の 上 昇
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分 を 表 し 、 そ れ に さ ら に 吸 気 温 Ｔ Ａ を 加 算 す る こ と に よ っ て 、 圧 縮 行 程 の 開 始 時 に お け る
実 際 の 作 動 ガ ス の 温 度 で あ る 推 定 作 動 ガ ス 温 度 Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｇ Ａ Ｓ を 、 適 切 に 算 出 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
図 ８ は 、 図 ７ の ス テ ッ プ ２ １ で 用 い ら れ る 目 標 充 填 効 率 Ｅ Ｔ Ａ Ｃ Ｃ の 算 出 処 理 を 示 し て お
り 、 本 処 理 は 、 所 定 時 間 （ 例 え ば １ ０ ｍ ｓ ｅ ｃ ） ご と に 実 行 さ れ る 。 ま ず 、 ス テ ッ プ ３ １
に お い て 、 燃 焼 モ ー ド フ ラ グ Ｆ ＿ Ｈ Ｃ Ｃ Ｉ が 、 「 １ 」 で あ る か 否 か を 判 別 す る 。 こ の 判 別
結 果 が Ｎ Ｏ で 、 燃 焼 モ ー ド が Ｓ Ｉ 燃 焼 モ ー ド の と き に は 、 そ の ま ま 本 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
一 方 、 ス テ ッ プ ３ １ の 判 別 結 果 が Ｙ Ｅ Ｓ で 、 燃 焼 モ ー ド が Ｃ Ｉ 燃 焼 モ ー ド の と き に は 、 ス
テ ッ プ ３ ２ に お い て 、 エ ン ジ ン 回 転 数 Ｎ Ｅ お よ び 要 求 ト ル ク Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ に 応 じ 、 マ ッ プ
（ 図 示 せ ず ） を 検 索 す る こ と に よ っ て 、 目 標 作 動 ガ ス 温 度 Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｇ Ａ Ｓ Ｃ を 求 め る 。 こ
の 目 標 作 動 ガ ス 温 度 Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｇ Ａ Ｓ Ｃ は 、 圧 縮 行 程 時 の 開 始 時 に お け る 作 動 ガ ス の 温 度 を
自 己 着 火 が 生 じ や す い よ う な 温 度 に 制 御 す る た め に 設 定 さ れ る も の で あ る 。 ま た 、 こ の マ
ッ プ で は 、 目 標 作 動 ガ ス 温 度 Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｇ Ａ Ｓ Ｃ は 、 エ ン ジ ン 回 転 数 Ｎ Ｅ が 低 い ほ ど 、 お よ
び 要 求 ト ル ク Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ が 小 さ い ほ ど 、 よ り 大 き な 値 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
次 い で 、 求 め た 目 標 作 動 ガ ス 温 度 Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｇ Ａ Ｓ Ｃ に 基 づ き 、 目 標 充 填 効 率 Ｅ Ｔ Ａ Ｃ Ｃ （
Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス を 含 む 混 合 気 の 充 填 量 ） を 、 テ ー ブ ル （ 図 示 せ ず ） を 検 索 す る こ と に よ っ て 求
め （ ス テ ッ プ ３ ３ ） 、 本 処 理 を 終 了 す る 。 こ の 目 標 充 填 効 率 Ｅ Ｔ Ａ Ｃ Ｃ は 、 作 動 ガ ス の 充
填 効 率 （ 燃 焼 室 ２ ｃ の 容 積 と 行 程 容 積 と の 和 に 対 す る 作 動 ガ ス の 充 填 量 の 比 ） の 目 標 値 で
あ る 。 こ の テ ー ブ ル で は 、 目 標 充 填 効 率 Ｅ Ｔ Ａ Ｃ Ｃ は 、 目 標 作 動 ガ ス 温 度 Ｔ Ｃ Ｙ Ｌ Ｇ Ａ Ｓ
Ｃ が 大 き い ほ ど 、 よ り 大 き な 値 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 エ ン ジ ン ２ の 負 荷 状 態 を 検 出 す る パ ラ メ ー タ と し て
、 要 求 ト ル ク Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ お よ び ア ク セ ル 開 度 θ Ａ Ｃ Ｃ を 用 い 、 そ れ ら の 値 が 、 所 定 ト ル
ク Ｐ Ｍ Ｅ Ｊ Ｕ Ｄ ま た は 所 定 開 度 Ａ Ｃ Ｃ Ｊ Ｕ Ｄ よ り も 小 さ い と き に 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行 す る
の で 、 エ ン ジ ン ２ が 低 負 荷 状 態 の と き に 、 燃 焼 室 ２ ｃ 内 の 燃 焼 ガ ス の 温 度 を 高 め る こ と に
よ っ て 、 そ の 熱 に よ っ て 次 の サ イ ク ル の 作 動 ガ ス を 暖 め 、 そ の 温 度 を 上 昇 さ せ る こ と が で
き る 。 そ れ に よ り 、 圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 の 安 定 性 を 確 保 す る こ と に よ っ て 、 エ ン ジ ン ２ の
失 火 や エ ン ジ ン ス ト ー ル を 防 止 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 圧 縮 着 火 の 実 行 領 域 を 低 負
荷 側 に 拡 大 で き 、 そ れ に よ っ て 排 気 ガ ス 特 性 お よ び 燃 費 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
ま た 、 エ ン ジ ン ２ の 冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ と し て 、 エ ン ジ ン 水 温 Ｔ Ｗ 、 エ ン ジ ン 油 温 Ｔ Ｏ Ｉ
Ｌ お よ び 始 動 後 時 間 Ｔ Ｍ Ａ Ｓ Ｔ を 用 い 、 そ れ ら の 値 が 、 所 定 水 温 Ｔ Ｗ Ｊ Ｕ Ｄ 、 所 定 油 温 Ｔ
Ｏ Ｉ Ｌ Ｊ Ｕ Ｄ 、 ま た は 所 定 時 間 Ｔ Ｍ Ａ Ｓ Ｔ Ｊ Ｕ Ｄ よ り も 小 さ い と き に 付 加 燃 料 噴 射 を 実 行
す る の で 、 エ ン ジ ン ２ が 冷 機 状 態 の と き に 、 燃 焼 室 ２ ｃ 内 の 燃 焼 ガ ス の 温 度 を 高 め 、 作 動
ガ ス の 温 度 を 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 圧 縮 着 火 を 冷 機 状 態 に お い て も 安 定
し て 実 行 で き 、 そ の 分 、 排 気 ガ ス 特 性 お よ び 燃 費 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
さ ら に 、 付 加 燃 料 噴 射 時 期 Ｐ ｏ ｓ ｔ ＿ Ｉ ｎ ｊ ＿ θ を 推 定 燃 焼 ガ ス 温 度 Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ に 応 じ
て 決 定 す る の で 、 そ れ に 応 じ て 燃 焼 ガ ス の 温 度 の 上 昇 度 合 を 高 め る こ と が で き 、 そ れ に よ
り 、 作 動 ガ ス の 温 度 を 適 切 に 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
さ ら に は 、 付 加 燃 料 噴 射 量 Ｐ ｏ ｓ ｔ ＿ ｑ を 、 吸 気 温 Ｔ Ａ と 、 エ ン ジ ン ２ の 温 度 を 表 す エ ン
ジ ン 水 温 Ｔ Ｗ ま た は エ ン ジ ン 油 温 Ｔ Ｏ Ｉ Ｌ に 応 じ て 決 定 す る の で 、 燃 焼 ガ ス の 温 度 を 実 際
の 作 動 ガ ス の 温 度 に 応 じ て 、 適 切 に 上 昇 さ せ る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 作 動 ガ ス の 温 度
を そ の 燃 焼 前 の 実 際 の 温 度 状 態 に 応 じ て 適 切 に 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
な お 、 本 発 明 は 、 説 明 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の 態 様 で 実 施 す る こ と が
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で き る 。 例 え ば 、 説 明 し た 実 施 形 態 で は 、 排 気 温 度 と し て 、 燃 焼 ガ ス 温 度 を 演 算 に よ り 推
定 し て い る が 、 実 際 の 排 気 温 度 を セ ン サ な ど を 用 い て 、 直 接 検 出 し て も よ い 。 ま た 、 実 施
形 態 の エ ン ジ ン ２ は 、 燃 料 を 燃 焼 室 ２ ｃ 内 に 直 接 、 噴 射 す る 直 噴 タ イ プ の も の で あ る が 、
本 発 明 を 吸 気 管 ４ に 燃 料 を 噴 射 す る ポ ー ト 噴 射 タ イ プ の 内 燃 機 関 に 適 用 し て も よ い 。 ま た
、 本 発 明 の 制 御 装 置 は 、 車 両 に 搭 載 し た 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 に 限 ら ず 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト
を 鉛 直 方 向 に 配 置 し た 船 外 機 な ど の よ う な 船 舶 推 進 機 用 エ ン ジ ン な ど を 含 む 、 様 々 な 産 業
用 の 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 に 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 そ の 他 、 本 発 明 の 趣 旨 の 範 囲 内 で
、 細 部 の 構 成 を 適 宜 、 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 は 、 内 燃 機 関 が 低 負 荷 状 態
や 冷 機 状 態 に あ る 場 合 に お い て も 、 圧 縮 着 火 に よ る 燃 焼 の 安 定 性 を 確 保 す る こ と に よ り 、
内 燃 機 関 の 失 火 や エ ン ジ ン ス ト ー ル を 防 止 す る と と も に 、 圧 縮 着 火 の 実 行 領 域 の 拡 大 に よ
っ て 排 気 ガ ス 特 性 お よ び 燃 費 を 向 上 さ せ る こ と が で き る な ど の 効 果 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 制 御 装 置 を 適 用 し た 圧 縮 着 火 式 内 燃 機 関 の 構 成 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 付 加 燃 料 噴 射 の 制 御 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 処 理 で 用 い ら れ る Ｐ Ｓ Ｅ テ ー ブ ル の 一 例 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 処 理 で 用 い ら れ る 付 加 燃 料 噴 射 の 燃 料 噴 射 量 マ ッ プ の 一 例 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 処 理 で 用 い ら れ る 付 加 燃 料 噴 射 の 燃 料 噴 射 時 期 テ ー ブ ル の 一 例 で あ る 。
【 図 ６ 】 推 定 燃 焼 ガ ス 温 度 の 算 出 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 圧 縮 開 始 時 に お け る 作 動 ガ ス 温 度 の 推 定 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 目 標 充 填 効 率 の 算 出 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 Ｃ Ｉ 燃 焼 モ ー ド の と き の 吸 気 弁 お よ び 排 気 弁 の 開 閉 、 な ら び に メ イ ン 噴 射 お よ び
付 加 燃 料 噴 射 の タ イ ミ ン グ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 制 御 装 置
２ 　 内 燃 機 関
２ ｃ 　 燃 焼 室
３ 　 Ｅ Ｃ Ｕ （ 負 荷 検 出 手 段 、 低 負 荷 時 付 加 燃 料 噴 射 手 段 、 冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ 検 出 手 段 、
冷 機 時 付 加 燃 料 噴 射 手 段 、 排 気 温 度 検 出 手 段 、 付 加 燃 料 噴 射 時 期 決 定 手 段 、 吸 入 空 気 温 度
検 出 手 段 、 機 関 温 度 検 出 手 段 お よ び 付 加 燃 料 噴 射 量 決 定 手 段 ）
３ ａ 　 始 動 後 タ イ マ （ 冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ 検 出 手 段 ）
１ １ 　 吸 気 温 セ ン サ （ 吸 入 空 気 検 出 手 段 ）
１ ２ 　 エ ン ジ ン 水 温 セ ン サ （ 冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ 検 出 手 段 、 機 関 温 度 検 出 手 段 ）
１ ４ 　 ア ク セ ル 開 度 セ ン サ （ 負 荷 検 出 手 段 ）
１ ５ 　 エ ン ジ ン 油 温 セ ン サ （ 冷 機 状 態 パ ラ メ ー タ 検 出 手 段 、 機 関 温 度 検 出 手 段 ）
１ ６ 　 排 気 温 セ ン サ （ 排 気 温 度 検 出 手 段 ）
Ｐ Ｍ Ｅ Ｃ Ｍ Ｄ 　 要 求 ト ル ク
θ Ａ Ｃ Ｃ 　 ア ク セ ル 開 度
Ｔ Ｗ 　 エ ン ジ ン 水 温 （ 水 温 ）
Ｔ Ｏ Ｉ Ｌ 　 エ ン ジ ン 油 温 （ 油 温 ）
Ｔ Ｍ Ａ Ｓ Ｔ 　 始 動 後 時 間 （ 始 動 後 の 経 過 時 間 ）
Ｐ Ｍ Ｅ Ｊ Ｕ Ｄ 　 所 定 ト ル ク （ 所 定 値 ）
Ａ Ｃ Ｃ Ｊ Ｕ Ｄ 　 所 定 開 度 （ 所 定 値 ）
Ｔ Ｗ Ｊ Ｕ Ｄ 　 所 定 水 温 （ 所 定 値 ）
Ｔ Ｏ Ｉ Ｌ Ｊ Ｕ Ｄ 　 所 定 油 温 （ 所 定 値 ）
Ｔ Ｍ Ａ Ｓ Ｔ Ｊ Ｕ Ｄ 　 所 定 時 間 （ 所 定 値 ）
Ｔ Ｅ Ｘ Ｇ Ａ Ｓ 　 推 定 燃 焼 ガ ス 温 度 （ 排 気 温 度 ）
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Ｐ ｏ ｓ ｔ ＿ Ｉ ｎ ｊ ＿ θ 　 付 加 燃 料 噴 射 時 期
Ｔ Ａ 　 吸 気 温 （ 吸 入 空 気 温 度 ）
Ｐ ｏ ｓ ｔ ＿ ｑ 　 付 加 燃 料 噴 射 量

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

(15) JP 2005-9357 A 2005.1.13



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｆ０２Ｄ  45/00    ３６４Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｆ０２Ｄ  45/00    ３６４Ｇ          　　　　　

(72)発明者  木村　富雄
            埼玉県和光市中央１丁目４番１号　株式会社本田技術研究所内
(72)発明者  北村　徹
            埼玉県和光市中央１丁目４番１号　株式会社本田技術研究所内
(72)発明者  八巻　利宏
            埼玉県和光市中央１丁目４番１号　株式会社本田技術研究所内
Ｆターム(参考) 3G023 AA01  AB06  AC04  AF01 
　　　　 　　  3G084 AA00  AA03  BA13  BA15  BA23  CA02  CA03  DA02  DA34  FA02 
　　　　 　　        FA10  FA20  FA38  FA39 
　　　　 　　  3G301 HA04  HA06  HA19  JA02  JA23  JA31  KA02  KA05  KA08  LB11 
　　　　 　　        MA19  MA27  NA08  PA10Z PE03Z PE04Z PE08Z PF03Z

(16) JP 2005-9357 A 2005.1.13


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

